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一般会計当初予算  68億4,638万円

29
年
度
予
算

平成29年
3月会議

　

３
月
会
議
は
、
３
月
９
日
か
ら
17
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
改
正
な
ど
13
件
、
平
成
28
年
度
補
正
予
算
10
件
、
平
成
29
年
度
予
算
11
件
の
審
議
を
行
い
、

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
７
人
の
議
員
が
11
項
目
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

予算決まる
取り崩し  厳しい財政運営続く

※議会だよりわくやに掲載している事業費については、万円未満を切り捨てて掲載しています。

（前年比　−2億1,849万円）

問 問

答

答

健康・福祉 子育て・教育

地域医療対策事業
（継続）

2,106 万円（234 万円増）
石巻市夜間急患センターの運営にも参
画。

健康づくり推進事業
（継続）

378 万円（28 万円増）
健康推進員の育成、地域住民の健康行動
の支援。地域での健康教室などの拡大。

障害者自立支援事業
（継続）

2 億 5,000 万円（2,000 万円増）

就学応援交付金交付事業
（新規）

555 万円
小中学校の学級費の一部を交付。

子育て支援事業
　　（継続）

1,356 万円（71 万円増）
<第三子入学祝金＞小学校に入学する児
童のうち、第三子以降の児童に入学祝金
を支給。

子ども医療費助成事業
　　　（継続）

5,490 万円（89 万円増）
15 歳から 18歳に拡大し、所得制限を廃
止。

関 連 質 疑 関 連 質 疑
健康パークの整備を
　　健康パーク施設の橋が通行止
めになっているが、今後はどのよ
うにしていくのか。あの一帯も整
備をするべきと考えるが。

　　橋については補修するか、撤
去するか検討中である。他の設備
の整備については、今後検討して
いく。

第三子入学祝金とは
　　今年度の対象者は何名か。今
後も継続していくのか。

　　対象は 17 人で、一人につき
３万円を交付する。県からの２分
の１の補助があるので続けていき
たい。就学用品への助成である。
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一般会計当初予算  68億4,638万円

29
年
度
予
算

魅力あるまちづくり
財政調整基金 1億2,200万円

問 問 問

答

答

答

目玉    事業
協働のまちづくり 安心・安全 産業の振興

地域おこし協力隊事業
       　（新規）

1,188 万円
活力ある都市住民を「地域おこし協力隊」
として委嘱し、町の活性化を図る。

生薬を活かしたまちづくり事業
（継続）

　　　346 万円（316 万円増）
支援団体への補助とともに、加工品の製
造及び活動のPRを図る。

かがやく協働まちづくり事業
　（継続）

60 万円（30 万円減）
個性ある地域づくりを支援。

防災マップ作成事業
（新規）

491 万円
浸水想定区域図などを基に、より有効性
のある防災マップを作成。

防犯灯設置事業
（新規）

300 万円
町が主体となり、計画的な防犯灯設置を
推進。

道路維持事業
（継続）

5,036 万円（80 万円増）

起業家創出プログラム事業
　　（新規）

100 万円
地域で起業 ･創業を目指す人を対象にビ
ジネススクールとビジネスマッチングを
提供。
地域ブランド米創出支援事業

（新規）
400 万円

金
※

のいぶき導入を行うため、生産体制の
確立及び販売促進を通じた涌谷ブランド
の定着を図る。また、ササニシキの復権
を目指し付加価値を加えた生産に取り組
む。
園芸特産重点強化整備事業

　（継続）
800 万円（43 万円増）

関 連 質 疑 関 連 質 疑 関 連 質 疑
補助金減額の理由は
　　地域活性化実行委員会事業補
助金が今年度は予算措置されてい
ないが、理由は。

　　　「食の町民まつり」は所期
の目的を達成したので、産業祭と
合わせて検討していく。

防災マップ作成に当たって

　　防災マップをＢ４版にするメ
リットと、冊子にする理由は。ま
た、地域のことは地元の人が良く
知っている。作成段階で地域の人
の意見を聞くのか。

　　他の冊子と間違いにくい。縮
尺が大きくなり分冊となる。自主
防災組織の意見も聴取する。

農畜産物の消費拡大を
　　農業振興の一環として、町内
の農畜産物の消費拡大を行うべき
と考えるが。

　　販売所、販売ルートなど、拡
大策を検討する。

※�金のいぶきは白米と同じように手軽に
食べられる玄米で、機能性食品向けに
改良された新品種。
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施
政
方
針

町
民
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

運
営
方
針
に
対
す
る
質
疑

問　

外
来
部
門
の
収
支
改
善

に
つ
い
て
考
え
は
。

　
　

在
宅
、
健
診
の
部
門
も

含
め
て
、
病
院
を
利
用
し
て

も
ら
う
人
を
確
保
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
思
う
。

問　

医
師
の
確
保
な
ど
、
安

定
的
な
病
院
づ
く
り
を
目
指

し
て
ほ
し
い
が
。

　
　

当
病
院
は
予
防
や
健
康

づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
涌
谷

町
の
医
療
費
や
保
険
料
は
非

常
に
低
い
。
将
来
を
見
据
え

て
計
画
を
立
て
て
い
く
の
が

大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

問　

今
度
、
消
化
器
が
専
門

の
医
師
が
病
院
に
赴
任
す
る

よ
う
だ
が
、
病
気
を
減
ら
す

た
め
に
新
し
い
取
り
組
み

は
。

　
　

専
門
の
医
師
が
増
え
る

こ
と
は
、
健
康
づ
く
り
・
予

防
活
動
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
結
び
つ
け
て
い
く
。

問答問答問答

　
町
　
長
　
施
　
政
　
方
　
針

「町政運営の基本的な考え方」
〇少子化の抑制、定住人口の獲得、人口減少社会への適

応－「涌谷まち・ひとデザインラボ」や「地域おこし
協力隊」事業などをさらに拡充していく。

〇企業誘致政策－１社と立地協定を締結したが、２社目・
３社目と続くよう積極的に誘致活動を進め、既存企業
へ対する支援方法についても検討を行う。

一般会計の主な施策・事業（２－３ページに掲載したものは除く）
１　子どもの成長支えるまちづくり

乳幼児のロタウィルスワクチン接種費用を全額助成　

２　健康長寿に向けたまちづくり
地域包括ケアシステム構築の推進　

３　交流が豊かさを育むまちづくり
「中学生海外派遣研修事業」を拡充（自己負担を１５万円→５万円）

４　安全で快適な環境のまちづくり
城山地区の避難路確保のため、町道沢１号線改良工事を実施

５　協働による自立したまちづくり
地域の活性化とコミュニティ環境の充実を図る

町民医療福祉センター　平成 29 年度重点施策
１　第２次わくや健康ステップ２１計画の推進
２　データヘルス計画の推進
３　生涯にわたる健康づくりの推進と地区組織活動の強化
４　地域福祉計画等の策定
５　地域支援事業の推進
６　子育て支援事業の推進
７　�新涌谷町町民医療福祉センター国民健康保険病院改革プラン

の推進
８　在宅復帰・在宅療養支援機能の強化
９　利用者の生活に寄り添う、丁寧で暖かいケアを提供
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り
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
今
こ
こ
で
、
い

わ
ゆ
る
「
守
り
」
の
政
策
へ

方
針
転
換
を
し
て
い
く
と
、

一
定
の
改
善
は
図
れ
る
も
の

の
、
増
収
が
見
込
め
な
い
。

安
定
し
た
財
政
運
営
の
為
に

は
、
全
職
員
が
統
一
し
た
認

識
の
下
、
継
続
事
業
の
廃
止

を
含
め
経
費
圧
縮
を
推
進
す

る
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

施
政
方
針

公共下水道事業特別会計
江合川左岸地区の市街地浸水対策として、佐平治雨水排水ポンプ場が平成 29年度完成。

涌谷駅西側市街地の浸水対策として、アルプス電気涌谷工場前の排水路整備を継続。

農業集落排水事業特別会計
将来に向けて最適規模での施設管理及び長寿命化事業を推進。

水道事業会計
老朽管更新事業として、本町・新町地内舗装復旧工事。

北田地内、渋江地内、岸ヶ森西地内で配水管布設替工事、花勝山中継ポンプ場送水ポンプ交

換工事、六軒町裏地内水管橋布設替工事の実施。

町
長
の
考
え
は

問　

活
力
あ
る
涌
谷
の
持
続

や
人
口
減
少
の
抑
制
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
米
創
出

事
業
や
企
業
誘
致
の
ほ
か
、

婚
活
事
業
や
結
婚
新
生
活
支

援
補
助
金
な
ど
の
定
住
対
策

を
実
施
し
て
い
く
。

安
定
し
た
財
政
運
営
に

向
け
て

問　

町
財
政
に
つ
い
て
、
今

後
も
大
変
厳
し
い
財
政
運
営

が
続
い
て
い
く
も
の
と
述
べ

て
い
る
が
、
平
成
29
年
度
予

算
規
模
は
昨
年
度
よ
り
減
額

予
算
に
な
っ
て
い
る
。
将
来

に
向
け
て
の
安
定
し
た
財
政

運
営
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
つ
も
り
な
の
か
。

　
　

平
成
29
年
度
に
お
い
て

も
、
財
政
調
整
基
金
を
取
り

崩
し
て
の
予
算
編
成
で
あ

問答問答

公
約
の
実
現
に
向
け
て

問　

大
橋
町
長
が
就
任
し
て

か
ら
２
回
目
の
当
初
予
算
編

成
と
な
る
が
、
選
挙
公
約
を

実
現
す
る
た
め
に
、
特
に
力

を
入
れ
て
具
体
化
し
た
も
の

は
何
か
。

　
　

子
ど
も
の
成
長
支
え
る

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
子
育

て
支
援
体
制
を
整
備
す
る
。　

　

ま
た
、
第
三
子
小
学
校
入

学
祝
金
を
新
設
し
、
実
施
し

て
い
く
。

問答

門田善則議員

施
政
方
針
に
対
す
る
総
括
質
問

特別会計運営方針ピックアップ

現状維持ではなくよりよいまちづくりのために



予
算
審
査

　
　
　

事
業
の
見
直
し
、
職

員
定
数
管
理
に
つ

い
て
、
適
正
配
置
で
業
務
の

改
善
を
。

　
　
　

行
財
政
改
革
で
無
駄

の
な
い
財
政
運
営

を
す
る
。
例
え
ば
紙
資
料
か

ら
パ
ソ
コ
ン
へ
の
切
り
替
え

な
ど
見
直
し
を
し
な
が
ら
進

め
る
。

　

人
事
異
動
配
置
は
管
理
計

画
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い

る
。 問答

只
野
　
順
　
委
員

繰
り
出
し
金
の
見
直
し
を

　
　
　
繰
り
出
し
が
一
般
財

源
を
圧
縮
し
て
い

る
。
不
安
要
素
と
な
っ
て
い

る
国
保
病
院
へ
の
繰
り
出
し

や
、
大
崎
広
域
事
務
組
合
会

計
負
担
金
の
繰
り
出
し
を
見

直
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
町
税
は
14
億
円
で
推

移
し
て
い
る
が
、
16

～
18
億
円
に
し
た
い
。
病
院

へ
の
繰
り
出
し
や
大
崎
広
域

の
負
担
金
を
心
配
し
て
い
る
。

問答

門
田
　
善
則
　
委
員

町
長
の
考
え
を
予
算
に

反
映
せ
よ

　
　
　
町
長
の
カ
ラ
ー
が
見

え
な
い
。
選
挙
公
約

な
ど
は
、
予
算
に
反
映
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
今
後
も
歳
入
は
減
少
し
て

い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

が
、
財
源
確
保
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。

　
　
　

子
育
て
支
援
は
か
な

り
手
厚
く
措
置
し

た
つ
も
り
で
あ
る
。

　

現
在
は
、
財
源
を
伸
ば
す

た
め
の
種
ま
き
の
時
期
だ
と

捉
え
て
い
る
。
こ
の
地
域
の

産
業
は
農
業
が
ベ
ー
ス
だ
と

考
え
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を

し
っ
か
り
と
財
源
確
保
に
結

び
つ
け
て
い
く
。

問答

プラネタリウム館がリニューアル（大崎生涯学習センター）

一
般
会
計

遠
藤
　
釈
雄
　
委
員

財
源
の
確
保
を

　
　
　

国
や
県
か
ら
の
財
源

引
き
出
し
額
が
少

な
い
。情
報
収
集
力
を
高
め
、

更
に
財
源
確
保
に
努
め
る
べ

き
で
、
本
予
算
案
は
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
も
積
極
的

に
新
事
業
を
組
み
入
れ
て
い

る
が
、
各
課
事
業
費
の
減
額

な
ど
か
ら
み
て
職
員
の
士
気

低
下
が
心
配
で
あ
る
。

　
　
　

国
県
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
以
外
で
も
歳

入
確
保
に
は
一
段
と
努
め
て

い
く
。
歳
出
予
算
の
計
上
で

は
、
各
課
で
十
分
に
検
討
し

て
積
み
上
げ
た
結
果
で
あ

り
、
職
員
の
士
気
を
低
下
さ

せ
る
こ
と
は
な
い
。

総

括

質

疑

問答

予算審査特別委員会　久　勉　委員長

予算審査特別委員会
　予算審査特別委員会を設置し、平成 29年度各種会計の当初予算を
審査しました。
　主な質疑と答弁をお知らせします。
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予
算
審
査

佐
々
木
み
さ
子
　
委
員

待
機
児
童
へ
の
対
応
は

　
　
　

こ
ど
も
園
・
保
育
園

の
負
担
が
増
で
あ

る
が
待
機
児
童
は
。
待
機
通

知
書
は
保
護
者
の
立
場
を
考

え
て
出
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

３
歳
未
満
児
の
待
機

は
26
人
。

　

通
知
内
容
は
保
護
者
の
理

解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
通
知

し
た
い
。

（
21‌
P
に
関
連
質
問
）

稲
葉
　
定
　
委
員

太
陽
光
発
電

　
　
　

発
電
用
の
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
を
町
内
で

か
な
り
見
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
税
収
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が
出
た
の
か
。
総

面
積
は
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
の

か
。

　
　
　

山
林
、
農
地
な
ど
の

税
額
が
宅
地
並
の

課
税
と
な
り
、
50
～
１
０
０

倍
ぐ
ら
い
の
増
収
と
な
っ
て

い
る
。
総
面
積
は
約
14‌

ha
で

あ
る
。

問答問答

歳
　
入

竹
中
　
弘
光
　
委
員

公
社
へ
の
貸
付
金

返
済
は

　
　
　

地
域
振
興
公
社
貸
付

金
返
還
金
と
あ
る

が
、
返
済
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

貸
付
金
は
現
在
、
猶

予
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
今
後
、
法
人
化
を

図
り
、
返
済
計
画
を
立
て
て

返
済
し
て
い
く
。

　
　
　

後
藤
　
洋
一
　
委
員

町
税
の
徴
収
に
努
力
を

　
　
　
東
日
本
大
震
災
か
ら

６
年
が
経
過
し
、
町

内
に
は
何
年
も
塩
漬
け
状
態

に
な
っ
て
い
る
場
所
や
、
徴

収
困
難
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

地
権
者
と
協
議
し
、
解
決
方

向
へ
積
極
的
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

役
場
の
情
報
に
は
限

ら
れ
た
も
の
が
あ

る
の
で
、
町
民
の
協
力
と
、

県
滞
納
整
理
機
構
と
の
連
携

で
、
滞
納
額
を
減
少
す
る
よ

う
進
め
る
。

問答問答

町内に増えてきている大規模な太陽光発電施設
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予
算
審
査

稲
葉
　
定
　
委
員

な
ぜ
法
人
化
な
の
か

　
　
　
健
康
文
化
複
合
温
泉

施
設
の
指
定
管
理

者
で
あ
る
涌
谷
町
地
域
振
興

公
社
の
法
人
移
行
は
な
ぜ
一

般
社
団
法
人
と
い
う
形
態
に

し
た
の
か
。
株
式
会
社
と
い

う
選
択
肢
も
あ
っ
た
の
で

は
。

　
　
　

利
益
追
求
型
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
と
、

条
例
に
制
約
が
あ
る
た
め
。

門
田
　
善
則
　
委
員

責
任
の
所
在
は

　
　
　
平
成
29
年
度
も
地
域

振
興
公
社
に
町
職

員
を
派
遣
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、仮
に
何
か
あ
っ
た
場
合
、

責
任
の
所
在
は
。

　
　
　

法
人
化
す
れ
ば
、
最

終
的
な
責
任
は
理

事
長
が
負
う
形
に
な
る
。

　

た
だ
、
町
職
員
も
組
織
に

所
属
す
れ
ば
、
そ
の
組
織
の

中
で
の
責
任
は
出
て
く
る
。

問答問答

門
田
　
善
則
　
委
員

病
院
経
営
に
生
か
せ

　
　
　
今
後
、
病
院
の
健
全

な
経
営
を
行
っ
て

い
く
上
で
、
各
種
委
員
の
意

見
を
し
っ
か
り
と
反
映
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
が
。

　
　
　

運
営
委
員
の
中
に

は
、
病
院
事
業
の
経

験
者
や
町
民
の
代
表
者
も
含

ま
れ
て
い
る
。
待
ち
時
間
の

改
善
、
部
門
ご
と
の
目
標
設

定
の
明
確
化
な
ど
、
意
見
を

取
り
入
れ
て
実
行
に
移
し
て

い
る
。

医

療

福

祉

セ
ン
タ
ー
費

問答

後
藤
　
洋
一
　
委
員

最
適
化
推
進
委
員
の

役
割
は

　
　
　
農
業
委
員
会
に
関
す

る
法
律
が
、
議
会
の

同
意
を
要
件
と
す
る
市
町
村

長
の
任
命
に
変
わ
る
が
、
そ

の
中
で
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
役
割
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

農
地
利
用
の
最
適
化

に
向
け
た
現
地
活

動
な
ど
、
担
い
手
へ
の
農
地

利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
、
新
規

参
入
の
促
進
な
ど
、
農
業
委

員
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
推

進
し
て
い
く
。

農

業

費

問答

大
友
　
啓
一
　
委
員

石
仏
広
場
を
整
備
し
て

　
　
　
石
仏
広
場
の
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど
が

で
き
る
施
設
の
屋
根
を
支
え

て
い
る
柱
が
腐
食
し
て
危
険

で
あ
る
。
早
急
に
修
理
す
べ

き
で
あ
る
。

　
飲
食
す
る
所
に
は
環
境
の

面
か
ら
も
ト
イ
レ
が
必
要
と

考
え
る
が
。

　
　
　

柱
に
つ
い
て
は
、
早

期
に
修
繕
す
る
方

向
で
考
え
て
い
る
。

　

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
あ

の
近
辺
に
２
ヶ
所
あ
る
の

で
、難
し
い
部
分
が
あ
る
が
、

検
討
し
て
い
く
。

問答

歳
　
出

大
泉
　
治
　
委
員

洋
式
ト
イ
レ
を
増
や
せ

　
　
　

幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
は
、
サ
ー
ビ
ス
や

支
援
策
で
は
な
く
必
要
不
可

欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
だ
ま
だ
整
備
が
進
ん
で
い

な
い
。
早
急
に
対
応
す
べ
き

で
は
。

　
　
　

担
当
課
と
相
談
し
な

が
ら
、
な
る
べ
く
早

く
洋
式
化
が
図
れ
る
よ
う
進

め
て
い
く
。只

野
　
順
　
委
員

研
修
館
の
管
理
を
徹
底
す
べ
き

　
　
　

器
具
や
ト
イ
レ
、

シ
ャ
ワ
ー
の
破
損

が
み
ら
れ
る
。
利
用
者
の
入

館
管
理
や
利
便
性
か
ら
も
見

直
し
が
必
要
で
は
。

　
　
　

巡
回
な
ど
し
て
い
る

が
、
管
理
体
制
を
徹

底
す
る
。

総
務
管
理
費

問答問答
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予
算
審
査

佐
々
木
敏
雄
　
委
員

企
業
支
援
の
考
え
は

　
　
　

既
存
企
業
へ
の
支
援

の
検
討
や
意
思
疎

通
を
強
化
す
る
と
な
っ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

町
内
企
業
の
会
と
し

て
「
こ
が
ね
会
」
が

あ
っ
た
が
消
滅
し
た
。
も
う

一
度
そ
の
よ
う
な
会
を
発
足

さ
せ
、
企
業
と
の
情
報
交
換

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

大
泉
　
治
　
委
員

避
難
所
の
整
備
を

　
　
　

避
難
所
は
車
い
す
や

老
人
・
障
が
い
者
が

ス
ム
ー
ズ
に
避
難
で
き
る
よ

う
、
出
入
口
の
整
備
が
必
要

で
あ
る
が
。

　
　
　

調
査
し
て
避
難
に
支

障
の
な
い
よ
う
考

え
て
い
く
。

商

工

費

問答消

防

費

問答

遠
藤
　
釈
雄
　
委
員

就
学
応
援
交
付
金
と
は

　
　
　

就
学
応
援
交
付
金
事

業
の
本
質
、
目
的
は

何
か
。

　
　
　

保
護
者
の
経
済
格
差

が
子
ど
も
の
教
育
格

差
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に

配
慮
し
た
新
規
事
業
で
あ
る
。

　
　
　

こ
の
事
業
の
意
に
反

し
、
保
護
者
の
経
済

格
差
に
よ
っ
て
子
ど
も
が
傷

つ
く
よ
う
に
な
っ
て
は
な
ら

な
い
。
本
事
業
は
ひ
た
す
ら

子
ど
も
の
成
長
を
願
い
、
そ

の
才
能
を
伸
ば
す
視
点
で
の

み
執
行
さ
れ
る
べ
き
と
思
う

が
。

　
　
　

事
業
の
狙
い
は
そ
こ

に
あ
る
。
こ
の
事
業

が
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
に

つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。 問答問答

杉
浦
　
謙
一
　
委
員

支
給
の
時
期
は

　
　
　

就
学
応
援
交
付
金
、

就
学
援
助
費
の
支

給
時
期
は
。

　
　
　

交
付
金
に
つ
い
て
は

検
討
中
で
あ
る
。
就

学
援
助
費
は
７
月
、
12
月
、

２
月
に
支
給
す
る
。

　
　
　

就
学
援
助
費
を
早
く

支
給
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　

県
内
で
も
平
成
30
年

度
を
目
途
に
検
討

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
の

で
、
今
後
の
動
向
を
見
て
考

え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
総
務
費

問答問答

鈴
木
　
英
雅
　
委
員

伝
統
芸
能
の
継
承

　
　
　

総
合
的
な
学
習
の
授

業
で
伝
統
芸
能
を

各
小
・
中
学
校
で
取
り
入
れ

て
行
っ
て
い
る
が
、
習
う
意

義
な
ど
も
教
え
な
が
ら
修
得

さ
せ
る
べ
き
で
は
。

　
　
　

意
義
を
理
解
さ
せ

行
っ
て
い
く
。

問答

竹
中
　
弘
光
　
委
員

十
文
字
学
園

推
薦
枠
利
用
を

　
　
　

十
文
字
学
園
女
子
大

学
の
特
別
推
薦
枠

が
あ
る
の
に
、
利
用
さ
れ
て

い
な
い
が
。

　
　
　

推
薦
枠
が
人
間
福
祉

学
科
だ
け
で
あ
る
。

　

平
成
28
年
よ
り
涌
谷
高
校

に
限
定
し
、
同
高
校
の
発
展

に
寄
与
す
る
よ
う
、
学
部
の

追
加
な
ど
を
大
学
に
依
頼
し

て
い
き
た
い
。

問答

子どもたちの成長のために　就学応援交付金
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予
算
審
査

　
　
　

セ
ン
タ
ー
長
の
考
え

は
職
員
に
浸
透
し

て
い
る
か
。
全
員
が
同
じ
認

識
を
共
有
す
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
　

毎
月
の
会
議
の
中
で

も
、
町
民
か
ら
の
要

望
や
各
種
委
員
会
か
ら
の
指

摘
に
つ
い
て
検
討
し
、
徹
底

し
て
い
る
。

問答

門
田
　
善
則
　
委
員

職
員
の
教
育
は

　
　
　
職
員
教
育
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る

の
か
。
議
会
で
の
指
摘
事
項

を
職
員
に
伝
え
て
い
る
の

か
。

　
　
　

研
修
な
ど
で
、
議
会

で
指
摘
さ
れ
た
事

項
も
含
め
て
、
職
員
に
は
徹

底
し
て
い
る
。
改
善
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。

問答

只
野
　
順
　
委
員

セ
ン
タ
ー
の

目
指
す
も
の
は

　
　
　

町
民
医
療
福
祉
セ
ン

タ
ー
方
針
を
町
民

の
見
え
る
場
所
に
掲
げ
、
医

療
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
は
っ

き
り
と
す
る
べ
き
で
は
。

　
　
　

改
革
プ
ラ
ン
を
進
め

な
が
ら
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目

指
す
。

　
　
　

セ
ン
タ
ー
長
の
後
進

の
育
成
を
。

　
　
　

現
在
の
医
師
の
高
齢

化
な
ど
も
あ
り
、
状

況
を
見
な
が
ら
考
え
て
い

く
。 問答問答

竹
中
　
弘
光
　
委
員

救
急
指
定
廃
止
の
検
討
を

　
　
　

大
崎
市
及
び
石
巻
市

の
急
患
セ
ン
タ
ー

と
契
約
し
た
の
で
、
国
保
病

院
の
救
急
受
付
を
廃
止
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
　

か
か
り
つ
け
の
患
者

に
と
っ
て
は
救
急
受

付
が
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
が
、

職
員
の
負
担
や
、
経
費
な
ど

を
勘
案
し
検
討
す
る
。

後
藤
　
洋
一
　
委
員

回
復
期
病
床
の
増
を

　
　
　

超
高
齢
化
社
会
を
考

え
る
と
、
在
宅
復
帰

に
向
け
た
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
を

す
る
回
復
期
病
床
を
増
や
す

べ
き
で
は
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
の
国
保
病

院
の
役
割
と
し
て
、

病
床
機
能
を
転
換
し
、
回
復

期
病
床
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

問答問答

期待される地域包括ケア病棟

特
別
会
計

杉
浦
　
謙
一
　
委
員

患
者
数
の
減
少
に

歯
止
め
を

　
　
　

年
々
外
来
患
者
が
減

少
し
て
い
る
が
、
外

来
収
益
を
上
げ
る
に
は
。

　
　
　

な
か
な
か
難
し
い
問

題
だ
が
、
国
保
病
院

を
受
診
す
る
人
を
増
や
す
こ

と
で
あ
る
。

　
　
　

診
察
を
窓
口
で
断
る

事
例
が
あ
る
よ
う

だ
が
、
納
得
い
く
説
明
を
す

べ
き
で
は
。

　
　
　

申
し
訳
な
く
思
っ
て

い
る
。
今
後
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
説

明
責
任
を
含
め
対
応
し
た

い
。　 国

民
健
康
保
険

病
院
事
業
会
計

問答問答
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予
算
審
査

大
友
　
啓
一
　
議
員

　

子
育
て
支
援
に
お
い
て

は
、
新
た
に
就
学
応
援
交
付

金
、
第
三
子
小
学
校
入
学
祝

金
を
開
始
。
子
ど
も
医
療
費

助
成
事
業
は
、
18
歳
ま
で
対

象
を
拡
大
し
所
得
制
限
を
撤

廃
。
中
学
生
海
外
研
修
事
業

は
自
己
負
担
を
５
万
円
程
度

と
す
る
な
ど
、
町
長
の
子
育

て
支
援
に
対
す
る
思
い
が
伝

わ
る
施
策
で
あ
る
。

　

農
業
振
興
に
お
い
て
は
、

金
の
い
ぶ
き
、
サ
サ
ニ
シ
キ

な
ど
の
高
付
加
価
値
米
へ
の

取
り
組
み
が
、
農
業
所
得

ア
ッ
プ
に
繋
が
る
も
の
と
期

待
す
る
。

　

道
路
整
備
に
お
い
て
は
、

観
光
振
興
に
も
直
結
す
る
箟

岳
山
線
改
良
工
事
は
、
大
変

大
き
な
第
一
歩
と
な
る
事
業

で
あ
る
。

　

確
実
に
大
橋
町
政
の
カ

ラ
ー
が
見
え
て
き
た
よ
う
に

感
じ
る
予
算
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も
更
に
町
民
の

方
々
が
町
が
良
く
な
っ
て
き

て
い
る
と
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
進
め
て
も
ら
い
た

い
。

賛
成

久
　
勉
　
議
員

　

子
育
て
支
援
策
と
し
て
、

子
ど
も
医
療
費
の
対
象
を
拡

大
し
所
得
制
限
を
撤
廃
、
就

学
応
援
の
た
め
の
支
援
金
の

給
付
、
第
三
子
の
入
学
祝

金
、
新
婚
者
へ
の
生
活
支
援

な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
施

策
と
し
て
高
く
評
価
す
る
。

　

企
業
誘
致
・
病
院
経
営
・

温
泉
施
設
の
運
営
な
ど
に
つ

い
て
は
、
誘
致
企
業
も
１
社

と
協
定
を
締
結
し
、
病
院
も

こ
れ
ま
で
に
な
い
過
去
の
数

字
の
分
析
か
ら
、
新
た
に
部

門
毎
の
数
値
目
標
を
掲
げ
た

こ
と
は
大
き
な
進
歩
で
あ

る
。
ま
た
、
温
泉
施
設
の
運

営
に
つ
い
て
も
改
善
に
向
け

て
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
町
民
の
関
心

事
に
的
確
に
対
応
し
て
い
る

こ
と
と
、
涌
谷
中
学
校
の
通

学
路
の
防
犯
灯
に
つ
い
て

も
、
20
年
来
の
懸
案
事
項
が

今
回
措
置
さ
れ
る
な
ど
、
町

民
の
日
常
生
活
に
目
に
見
え

て
、
肌
で
感
じ
る
よ
う
な
政

策
の
展
開
に
賛
意
を
評
す

る
。

鈴
木
　
英
雅
　
委
員

事
業
の
今
後
は

　
　
　

２
０
２
５
年
問
題
で

利
用
者
が
急
増
す

る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の

見
通
し
は
。

　
　
　

民
間
の
施
設
で
も
行

う
よ
う
に
な
り
、
今

後
の
状
況
を
確
認
し
、
ス

タ
ッ
フ
の
増
員
な
ど
、
考
え

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い

く
。 訪

問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
会
計

問答

門
田
　
善
則
　
委
員

町
内
企
業
の
要
望
に

応
え
て

　
　
　

町
内
の
企
業
か
ら
、

水
道
を
整
備
し
て

も
ら
い
た
い
と
の
話
が
あ
る

が
。

　
　
　

規
模
や
時
期
を
考
え

な
が
ら
進
め
て
い

く
。
町
と
し
て
は
、
企
業
を

盛
り
上
げ
る
形
で
事
業
展
開

を
し
て
い
き
た
い
。
企
業
と

地
元
の
両
方
を
給
水
区
域
に

含
め
ら
れ
る
よ
う
進
め
て
い

き
た
い
。

水
道
事
業
会
計

問答

平成 29年度予算
賛　成　討　論

今後も見通しを持って事業展開を
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平成 28年度　補 正予算質疑

議
案
審
議

適
切
な
時
期
に
措
置
を

問　

繰
り
越
し
の
見
込
み
が

あ
れ
ば
、
早
い
時
期
に
予
算

措
置
す
べ
き
で
は
。

　
　

国
か
ら
は
予
算
執
行
を

平
準
化
す
る
よ
う
通
達
が
来

て
い
る
が
、
今
後
は
適
切
な

時
期
に
予
算
措
置
を
行
う
。

問答

小里箟岳学童クラブを箟岳白山小学校内へ移設するための経費
町内学童クラブについて対象を４年生までとするための準備経費
地域振興公社指定管理料

３６万円
７６万円

１, ７５０万円

増　額

減　額

一
般
会
計

安
易
に
考
え
て
い
な
い
か

問　

次
年
度
へ
の
繰
り
越
し

が
13
件
と
多
い
。
自
治
法
で

は
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い

る
が
、
安
易
で
は
な
い
か
。

　
　

震
災
以
降
件
数
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
安
易
に
繰
り

越
し
を
し
な
い
よ
う
、
職
員

に
し
っ
か
り
指
導
す
る
。

繰
越
明
許
費

問答

生栄巻大橋は 8 月末の完成見込み

議 案 審 議
提出案件 34件　全て賛成全員で可決

人事案件に同意

議案　ピックアップ

情報公開・個人情報保護審査会委員 戸　澤　準　一 氏
佐々木　了　章 氏
笠　嶋　正　男 氏
久　道　好　子 氏

髙　橋　勝　一 氏人 権 擁 護 委 員

議案第９号　涌谷町土地開発基金条例の一部を改正する条例
　定額運用基金「土地開発基金」を５５００万円減額し１億円に。
　大崎地域広域行政事務組合の大型施設整備対応資金のため。

議案第 10号　涌谷町児童福祉施設設置条例の一部を改正する条例
　旧小里幼稚園内の小里箟岳学童クラブを箟岳白山小学校内に移転。
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今
後
も
努
力
続
け
て

問　

利
益
が
出
た
こ
と
は
、

公
社
の
職
員
の
努
力
の
成
果

で
あ
る
。ル
ー
ル
を
整
備
し
、

意
欲
を
持
っ
て
運
営
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　

法
人
化
に
よ
っ
て
、
独

立
し
た
会
計
の
中
で
や
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
誤
解
を

招
か
な
い
よ
う
な
組
織
に
育

て
て
い
き
た
い
。

法
人
化
後
の
町
の
対
応
は

問　

公
社
が
法
人
に
な
っ
た

場
合
、
町
は
関
与
し
て
い
く

の
か
。

　
　

指
定
管
理
料
の
問
題
も

あ
る
の
で
、
法
人
に
な
っ
て

も
町
は
関
与
し
て
い
く
。

公
社
の
運
営
は

問　

健
康
文
化
複
合
温
泉
施

設
だ
か
ら
、
利
益
が
出
な
く

て
も
い
い
の
か
。
赤
字
は
町

民
の
負
担
に
な
る
。

　
　

赤
字
で
も
い
い
と
は
考

え
て
い
な
い
。

問答問答問答

議
案
審
議

歳
　
　
出

指
定
管
理
料
減
額
の
理
由
は

問　

公
社
の
努
力
で
利
益
を

出
し
た
の
に
、
指
定
管
理
料

を
町
に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　

燃
料
費
な
ど
の
経
費
が

思
っ
た
ほ
ど
か
か
ら
な
か
っ

た
。
公
社
と
協
議
の
上
、
減

額
を
決
定
し
た
。

指
定
管
理
料
と
貸
付
金

問　

指
定
管
理
料
は
あ
る
程

度
固
定
し
た
形
で
な
い
と
、

貸
付
金
の
返
済
は
難
し
い
の

で
は
な
い
か
。

　
　

指
定
管
理
料
は
、
あ
く

ま
で
も
施
設
の
管
理
費
用

で
、
貸
付
金
の
返
済
を
ど
う

行
っ
て
い
く
の
か
は
、
公
社

が
考
え
る
べ
き
こ
と
で
あ

る
。

問答問答

指
定
管
理
料
も
公
社
の

利
益
に
含
め
て
は

問　

指
定
管
理
料
も
公
社
の

利
益
に
含
め
、
貸
付
金
の
返

済
を
考
え
て
は
。

　
　

公
社
は
４
月
か
ら
法
人

化
す
る
。
返
済
計
画
を
立
て

て
、
返
済
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

ル
ー
ル
整
備
を

し
っ
か
り
と

問　

指
定
管
理
料
は
返
済
す

べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な

い
。
積
算
根
拠
や
委
託
の
仕

方
、
ル
ー
ル
を
整
備
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

　
　

き
ち
ん
と
し
た
事
業
計

画
を
立
て
て
、
指
定
管
理
料

の
積
算
を
し
て
い
く
。

問答問答

外部監査結果が待たれる地域振興公社

地
域
振
興
公
社
関
連



議
案
審
議

新
児
童
館
建
設
を

問　

八
雲
児
童
館
は
狭
い
。

子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
る

の
な
ら
、
新
た
に
児
童
館
を

建
設
す
べ
き
で
は
。

　
　

平
成
29
年
度
は
85
人
ほ

ど
に
な
る
の
で
、
若
干
狭
い

と
感
じ
る
。
整
備
に
つ
い
て

は
今
後
の
状
況
を
見
な
が

ら
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

で
検
討
す
る
。

保
育
士
の
確
保
を

問　

保
育
士
の
確
保
の
た
め

に
、
他
の
町
よ
り
も
賃
金
を

上
げ
て
で
も
採
用
に
力
を
入

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　

待
遇
は
悪
く
は
な
い
と

思
う
が
、
待
遇
改
善
の
競
争

に
な
っ
て
も
困
る
。

国
保
病
院
へ
の
繰
り
出
し

問　

病
院
か
ら
要
求
が
あ
れ

ば
、
将
来
的
に
も
ず
っ
と
支

出
し
続
け
る
の
か
。

　
　

支
出
し
続
け
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

問答問答問答

町
も
病
院
も
良
く
な
る

た
め
に

問　

町
長
と
セ
ン
タ
ー
長
の

相
互
理
解
が
必
要
だ
と
思
う

が
。

　
　

意
向
は
伝
え
て
い
る
。

な
お
意
思
疎
通
を
密
に
し
て

い
く
。

黄
金
山
造
成
工
事

問　

明
許
繰
越
を
し
て
い
る

が
、
当
初
予
算
で
は
ダ
メ
な

理
由
は
。

　
　

工
期
を
６
月
ま
で
に
終

わ
ら
せ
た
い
の
で
、
少
し
で

も
早
く
着
手
し
た
い
。

積
算
は
適
切
だ
っ
た
か

問　

渋
江
住
宅
防
風
フ
ェ
ン

ス
設
置
工
事
で
、
差
金
が
大

き
す
ぎ
る
が
。

　
　

積
算
価
格
よ
り
も
、
製

品
の
値
引
き
が
随
分
大
き

か
っ
た
。

問答問答問答

予
算
の
執
行
は
適
切
に

問　

各
課
の
予
算
措
置
の
時

期
や
管
理
は
、
財
政
担
当
課

で
も
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
で

は
。

　
　

各
課
長
に
徹
底
す
る
。　

　

緊
張
感
を
も
っ
て
事
務
執

行
に
当
た
り
た
い
。

人
員
不
足
は
な
い
か

問　

教
育
委
員
会
は
人
員
の

不
足
で
は
。

　
　

子
育
て
支
援
関
係
の
業

務
が
教
育
委
員
会
か
ら
子
育

て
支
援
室
に
移
る
の
で
、
よ

り
現
場
を
見
据
え
た
学
校
教

育
業
務
の
執
行
が
可
能
と
思

う
。

人
員
の
補
充
は

問　

執
行
部
で
は
人
員
の
補

充
な
ど
は
考
え
な
い
の
か
。

　
　

危
機
感
を
持
っ
て
仕
事

を
す
る
よ
う
指
導
し
て
い

く
。

問答問答問答

完成間近な黄金山工業団地
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将
来
の
国
保
病
院
は

問　

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を

４
床
増
や
す
予
定
で
あ
る

が
、
将
来
を
見
据
え
て
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
を
整
備
し
て

は
ど
う
か
。

　
　

国
保
病
院
は
30
年
前
の

基
準
で
建
設
さ
れ
て
お
り
、

現
在
の
国
の
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
の
基
準
に
合
っ
て
な

い
。

　

将
来
を
見
据
え
て
、
病
院

の
建
て
替
え
も
含
め
、
計
画

的
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

問答

計
画
と
支
出
の
差
額
は

問　

一
般
会
計
負
担
金
総
額

と
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
一
般

会
計
負
担
金
の
差
額
は
。

　
　

改
革
プ
ラ
ン
に
対
し

４
千
万
円
ほ
ど
多
く
な
っ
て

い
る
。

国
民
健
康
保
険

病
院
事
業
会
計

問答

接
続
を
増
や
せ

問　

接
続
件
数
が
少
な
く
、

将
来
財
政
面
で
町
の
足
か
せ

に
な
ら
な
い
か
。
対
策
は
。

　
　

接
続
の
P
R
や
地
道

な
活
動
を
続
け
な
が
ら
、
全

庁
あ
げ
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

事
業
の
抜
本
的
な
解
決
策
を

問　

農
集
排
は
全
戸
加
入
し

て
も
運
営
し
て
い
け
な
い
。

抜
本
的
な
解
決
策
が
必
要
と

考
え
る
が
。

　
　

個
別
訪
問
、
金
銭
的
な

支
援
策
も
考
え
て
い
る
。
町

内
業
者
や
地
域
の
協
力
も
お

願
い
し
て
い
き
た
い
。

農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計

問答問答

情
報
を
共
有
し
連
携
を

問　

情
報
を
町
全
体
で
共
有

し
て
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る
よ
う
連
携
を

と
っ
て
進
め
て
も
ら
い
た

い
。

　
　

連
携
を
持
っ
て
、
知
恵

を
出
し
て
対
応
し
て
い
き
た

い
。

問答

特
別
会
計

販
売
方
法
に
工
夫
を

問　

売
れ
な
い
の
は
販
売
方

法
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

値
段
の
設
定
は
適
切
か
。

　
　

販
売
の
P
R
は
広
報

へ
の
掲
載
、
看
板
の
設
置
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
っ
て
い

る
。
平
成
24
年
度
か
ら
は
、

被
災
者
向
け
と
し
て
半
額
に

設
定
し
た
。

若
者
向
け
公
営
住
宅
は

問　

町
内
の
空
き
地
や
町
有

地
に
若
者
向
け
の
公
営
住
宅

を
建
設
す
る
な
ど
、
町
全
体

で
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　

課
内
、
全
庁
で
検
討
し

て
い
く
。

　

一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば

家
賃
を
半
額
に
す
る
な
ど
、

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
検
討
し

て
い
き
た
い
。　
　

宅

地

造

成

事
業
特
別
会
計

問答問答

議
案
審
議

売れ残る分譲地

事業のあり方が問われている　農業集落排水事業
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来

に
対
す
る
方
針
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
い
、
報
告
や
説
明
を
求
め
、
よ
り
よ
い
方

向
へ
導
く
も
の
で
す
。

　３月会議では、３月９日、10日に一般質問
が行われ、7人の議員が町政全般について質
問をしました。
　質問と答弁は、質問した議員が 600 字以内
で要約し、広報分科会委員が調製したもので
す。
　町のホームページでは、動画の録画配信を
行っていますので、そちらもぜひご覧くださ
い。(URL http://www.town.wakuya.miyagi.jp)

佐々木敏雄 議員（17 ページ）
１　幼稚園・保育園にも国際語である英語と触れ合う
　　機会を設けるべき
２　歴史・観光事業推進と充実のために学校でも郷土史の
　　カリキュラムを
３　災害拠点基地としての庁舎を西地区に建設すべき

久　　　勉 議員（18 ページ）
１　文化財保護のために基金の創設を

竹中　弘光 議員（19 ページ）
　1　高齢者の免許証返納に対する町の対応　

稲葉　　定 議員（20 ページ）
１　箟岳山系の観光開発

鈴木　英雅 議員（21 ページ）
　1　若年層の人口減少対策
　2　子育て支援

杉浦　謙一 議員（22 ページ）
１　放射能汚染廃棄物処分を再度問う
２　幼稚園のフッ化物洗口

大友　啓一 議員（23 ページ）
１　小・中学校の給食無償化
２　国道 346 号線と交わる幹線道路の整備

町
政
を
た
だ
す

ズバリ
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３
箇
所
の
避
難
場
所

で
は
、
収
容
人
員
か

ら
ど
こ
に
も
足
り
な
い
。
早

急
に
避
難
場
所
の
整
備
を
す

べ
き
だ
。
国
で
も
財
政
的
支

援
が
あ
る
が
。

　
　
　
　

避
難
マ
ッ
プ
の
配

布
と
、
避
難
体
制

の
整
備
を
し
、
早
い
避
難
指

示
を
出
し
て
避
難
し
て
も
ら

う
。 問町

長

昭
和
42
年
以
降
の
史
実
が
な
い
町
史

編
さ
ん
す
べ
き
時
期
だ

　
　
　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る

社
会
で
生
き
て
い

く
子
ど
も
た
ち
は
、
国
際
語

で
あ
る
英
語
の
習
得
は
不
可

欠
で
あ
る
。

　
英
語
と
多
く
触
れ
合
え
る

環
境
を
つ
く
る
こ
と
も
行
政

の
役
割
で
あ
る
。

　
生
涯
の
知
的
財
産
を
身
に

着
け
る
た
め
、
わ
く
や
の
子

育
て
支
援
の
特
徴
と
し
て

「
遊
び
や
日
常
生
活
の
中
か

ら
」
英
語
に
触
れ
ら
れ
る
環

境
に
つ
い
て
、
町
長
は
ど
う

考
え
る
か
。

　
　
　
　

A

※

L
T
の
配
置

ま
で
は
考
え
て
い

な
い
が
、
A
L
T
の
空
き

時
間
な
ど
を
有
効
に
使
い
、

触
れ
合
え
る
機
会
を
設
け
る

よ
う
検
討
し
た
い
。

問町
長

　
　
　

昨
年
４
月
発
災
の
熊

本
地
震
で
は
、
５
市

町
の
本
庁
舎
の
対
策
本
部
が

機
能
せ
ず
避
難
や
救
助
に
支

障
が
あ
っ
た
。

　
涌
谷
町
庁
舎
も
、
昭
和
35

年
11
月
の
落
成
で
、
56
年
間

も
経
過
し
て
い
る
。

　
そ
の
間
、
幾
多
の
地
震
に

も
遭
遇
し
ダ
メ
ー
ジ
が
あ

る
。
ま
た
、
西
地
区
に
は
水

害
時
の
避
難
場
所
が
足
り
な

い
。

　
町
民
の
安
心
・
安
全
確
保

の
た
め
に
避
難
場
所
と
災
害

対
策
本
部
と
な
る
庁
舎
と
を

一
体
的
に
整
備
す
べ
き
だ
。

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
の
国

の
制
度
も
あ
る
。

　
　
　
　

西
地
区
の
指
定
避

難
場
所
は
３
箇

所
。
速
い
段
階
で
安
全
に
避

難
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
備

す
る
。

問町
長

幼稚園・保育園から「英語に親しめる町　
わくや」を実施せよ
英語と触れ合える機会を設けるよう
検討する　答

佐々木敏雄議員

教
育
環
境

災
害
拠
点
基
地
の
庁
舎
と
避
難
所

を
西
地
区
に
建
設
す
べ
き

避
難
所
へ
の
早
期
避
難
体
制
を
整

備
す
る

答 災害拠点

これも質問
しました

資
料
収
集
に
時
間
を
要
す
る
が
、
検
討
し
て
い
く

答 郷土史教育

※ ALT（外国語指導助手）
　英語の授業で日本人教師を補助する、英語を母語とする外国人。

必要だ「避難所」

涌谷町史
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久　　勉議員

文化財保護のために基金を創設せよ

答

文
化
財
保
護

文化財保護委員会で検討を行っている

　
　
　

３
年
後
に
は
伊
達
安

芸
宗
重
公
の
３
５
０

年
祭
を
控
え
て
い
る
た
め
、

そ
れ
も
含
め
て
検
討
す
べ
き

で
あ
り
、
あ
る
い
は
寛
文
の

鐘
、
妙
見
宮
の
絵
馬
な
ど
の

修
理
が
必
要
で
あ
る
が
、
文

化
財
保
護
委
員
等
の
意
見
を

尊
重
し
、
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。

　
　
　
　

検
討
す
る
。

問町
長

　
　
　

一
町
村
で
二
つ
の
国

指
定
の
文
化
財
を

保
有
し
て
い
る
所
は
な
い
。

  

総
合
計
画
に
も
あ
る
よ
う

に
、
観
光
資
源
と
し
て
有
効

活
用
、
そ
し
て
人
口
増
が
難

し
い
の
な
ら
交
流
人
口
を
増

や
す
こ
と
で
、
活
性
化
を

図
る
た
め
に
も
、
整
備
や

P
R
に
力
を
入
れ
る
計
画

的
な
取
り
組
み
を
す
べ
き
で

あ
る
。

  
そ
の
た
め
に
基
金
を
創
設

し
、
年
次
計
画
を
策
定
し
事

業
に
あ
た
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
財
源
と
し
て
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
と
ゴ
ル
フ
場
利
用

税
の
一
部
を
あ
て
て
は
ど
う

か
。

  　
　
　
　

涌
谷
町
文
化
財
保

護
委
員
会
で
も
基

金
の
目
的
・
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
や
、
資
料
の
購
入
、

文
化
財
の
修
復
、
活
用
目
的

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
い
た

だ
き
、
検
討
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

   

財
源
と
し
て
は
用
途
を
指

定
し
た
形
で
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
募
集
も
あ
ろ
う
か
と
思

う
が
、
基
金
の
創
設
に
つ
い

て
は
、検
討
し
、対
応
し
た
い
。

問町
長

町の文化財に指定されている仁王堂
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で
な
く
、
高
齢
者
全
体
の
生

活
の
足
の
確
保
対
策
に
努
め

る
。

　
　
　

タ
ク
シ
ー
券
の
扶
助

や
町
民
バ
ス
の
無

料
券
な
ど
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

　
　
　
　

町
民
バ
ス
の
料
金

は
平
成
７
、８
年

頃
に
、
い
ろ
い
ろ
の
考
え
に

よ
り
５
０
０
円
か
ら
１
０
０

円
に
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
今
後
検
討
す
る
。

　
　
　

町
民
バ
ス
の
路
線
を

利
用
し
や
す
く
で

き
な
い
か
。

　
　
　
　

バ
ス
会
社
と
交
渉

し
な
が
ら
、
今
後

検
討
す
る
。

問町
長

問町
長

　
　
　

近
年
、
高
齢
者
の
交

通
事
故
が
全
国
的

に
話
題
と
な
っ
て
お
り
、
ま

た
、
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル

を
踏
み
間
違
え
る
事
故
や
、

高
速
道
路
の
逆
走
な
ど
の
事

故
が
起
き
て
い
る
。

　
高
齢
に
な
り
運
転
免
許
証

を
返
納
す
べ
き
か
迷
っ
て
い

る
人
達
へ
の
支
援
策
や
、
支

援
金
な
ど
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

　
　
　
　

老
人
ク
ラ
ブ
の
交

通
教
室
や
交
通
安

全
週
間
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

お
い
て
、
高
齢
者
の
交
通
事

故
発
生
状
況
な
ど
を
説
明

し
、返
納
を
周
知
し
て
い
る
。

平
成
28
年
度
は
16
人
の
返
納

者
が
あ
っ
た
。「
高
齢
者
運

転
免
許
取
得
者
教
育
支
援
事

業
」
を
積
極
的
に
推
進
し
、

運
転
技
術
や
運
転
機
能
の
診

断
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
元

気
な
う
ち
は
自
分
の
力
で
運

転
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

取
り
組
み
が
、
健
康
維
持
ば

か
り
で
な
く
社
会
負
担
の
軽

減
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　

他
の
市
町
で
は
、
町
民
バ

ス
の
半
額
助
成
な
ど
を
し
て

い
る
。
免
許
証
返
納
者
だ
け

問町
長

高齢者の免許証返納に対する町の対応は

高齢者全体の生活の足の確保に努める答

竹中弘光議員

免
許
証
返
納

安全運転も免許証返納も町の支援が必要
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稲葉　定議員

箟岳山系に観光客を呼びこめ

答

箟
岳
山
観光振興計画を策定し、観光開発に
取り組んでいく　

ん
で
い
く
。
観
光
に
欠
か
せ

な
い
道
路
整
備
も
行
う
。

　
　
　

将
来
的
に
は
展
示
施

設
が
要
求
さ
れ
る

と
思
う
が
、
杉
伐
採
後
の
跡

地
利
用
な
ど
と
併
せ
、
箟
峯

寺
と
協
議
を
重
ね
て
観
光
産

業
を
育
て
て
ほ
し
い
。
ま
た

将
来
展
示
施
設
が
具
体
化
さ

れ
る
と
き
に
は
、
目
玉
と
な

る
寛
文
の
鐘
や
、
例
え
ば
金

の
仏
像
の
製
作
な
ど
と
夢
の

広
が
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
欲

し
い
。

　
牧
場
会
館
跡
地
利
用
に
つ

い
て
は
ぜ
ひ
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

の
復
活
を
望
む
。
他
地
区
の

成
功
例
に
学
び
、
石
仏
広
場

と
つ
な
が
り
を
図
り
、
誘
客

数
ア
ッ
プ
を
目
指
せ
。

　
　
　
　

観
光
振
興
計
画
に

基
づ
き
民
間
の
事

業
者
と
も
連
携
を
し
て
、
面

と
し
て
の
観
光
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問町
長

　
　
　

箟
岳
山
一
円
の
歴
史

文
化
遺
産
を
十
分

調
べ
て
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

様
々
な
機
関
の

調
査
に
よ
り
お

お
む
ね
明
ら
か
に
な
っ
て
お

り
、
平
成
20
年
に
は
箟
峯
寺

宝
物
展
を
開
催
展
示
し
て
い

る
。
ま
た
未
知
の
所
蔵
品
も

あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今

後
も
調
査
に
取
り
組
み
文
化

的
価
値
を
引
き
出
す
。

　　
　
　

石
仏
広
場
、
旧
牧
場

会
館
は
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　

石
仏
に
は
花
を
め

で
る
グ
ル
ー
プ
や

野
外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し

む
人
々
な
ど
が
訪
れ
て
い

る
。
ま
た
箟
峯
寺
の
護
摩
焚

き
や
、
若
者
の
コ
ン
サ
ー
ト

も
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

牧
場
会
館
跡
地
や
、
く
り

園
は
羊
の
放
牧
場
と
相
ま
っ

て
好
評
を
博
し
て
い
る
。
昨

年
は
地
方
創
生
事
業
の
取
り

組
み
で
女
性
限
定
ツ
ア
ー
を

企
画
実
行
し
た
。

　

今
後
は
観
光
振
興
計
画
を

策
定
し
観
光
開
発
に
取
り
組

問教
育
長

問町
長

整備すれば親子連れなどでにぎわうはず　石仏公園パワースポットとして定着しつつある箟峯寺
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子どもたちの笑顔があふれるまちに

待機児童解消を

子どもを産み育てられる環境を

若者向けの公営住宅などを検討する答

鈴木英雅議員

人
口
減
少
対
策

　
　
　

子
育
て
世
代
の
経
済

的
な
負
担
軽
減
の

考
え
は
。

　
　
　
　

乳
児
用
紙
お
む
つ

等
購
入
費
助
成
事

業
を
実
施
し
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
事
業
の
対
象
者
を
18

歳
ま
で
拡
大
し
所
得
制
限
を

撤
廃
し
た
。
さ
ら
に
、
学
童

ク
ラ
ブ
保
育
の
朝
、
夕
、
各

30
分
間
延
長
、
第
三
子
小
学

校
入
学
祝
金
３
万
円
を
新
設

し
、
教
育
費
の
負
担
軽
減
を

行
う
。

問町
長

　
　
　

町
長
の
公
約
で
あ
る

若
年
層
の
人
口
減

少
対
策
で
子
ど
も
を
「
安
心

し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
支

援
」
を
示
し
て
い
る
。
子
ど

も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境

を
、
更
に
充
実
す
る
取
り
組

み
が
必
要
と
思
う
が
考
え

は
。

　
　
　
　

母
子
健
康
手
帳
交

付
の
際
に
保
健
師

か
ら
の
指
導
、
助
言
、
妊
婦

健
診
受
診
14
回
分
の
費
用
助

成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
若

い
世
代
が
定
住
で
き
る
若
者

向
け
の
公
営
住
宅
な
ど
を
検

討
す
る
。

問町
長

　
　
　
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
は
、
福
祉
課
の
子

育
て
支
援
班
を
子
育
て
支
援

室
に
格
上
げ
し
、
一
元
的
に

支
援
を
行
う
よ
う
だ
が
、
大

変
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
課

で
対
応
す
る
べ
き
と
思
う
が

考
え
は
。

　
　
　
　

班
か
ら
室
に
格
上

げ
し
、
段
階
的
に

情
勢
を
見
な
が
ら
検
討
す

る
。 問町

長

　
　
　
さ
く
ら
ん
ぼ
こ
ど
も

園
な
ど
で
待
機
児

童
が
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
26

人
い
る
。全
国
的
な
傾
向
で
、

保
育
士
不
足
な
ど
の
原
因
が

あ
る
と
思
う
が
今
後
の
対
策

は
。

　
　
　
　

保
育
士
養
成
の
学

校
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
な
ど
と
情
報
交
換
を
行

い
、
人
材
確
保
や
施
設
整
備

な
ど
総
合
的
に
検
討
し
待
機

児
童
解
消
に
努
め
る
。

問町
長

保
育
士
不
足
の
解
消
を

人
材
確
保
に
努
め
る

答 子育て支援
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集
団
で
の
フ
ッ
化
物

洗
口
は
事
故
な
ど

の
危
険
性
の
問
題
が
あ
る
。

幼
い
子
ど
も
は
思
い
も
よ
ら

な
い
行
動
を
と
る
も
の
だ
。

今
後
、
計
画
や
見
直
し
な
ど

の
考
え
は
。

　
　
　
　

使
用
す
る
洗
口
液

５
㎖
に
含
ま
れ
る

フ
ッ
化
物
量
は
１
・
25‌

㎎
と

少
量
で
、
誤
飲
し
て
も
体
に

大
き
な
影
響
は
な
く
、
心
配

な
い
と
考
え
る
。
計
画
と
し

て
は
29
年
度
に
、
さ
く
ら
ん

ぼ
こ
ど
も
園
で
開
始
す
る
。

問町
長

　
　
　

フ
ッ
化
物
洗
口
は
町

内
３
幼
稚
園
で
行

わ
れ
て
い
る
が
、
園
児
に
対

し
て
劇
薬
で
あ
る
フ
ッ
素
を

使
用
し
て
の
洗
口
の
仕
方
は

ど
の
よ
う
な
方
法
か
。

　
　
　
　

洗
口
方
法
と
し
て

は
、
２
５
０
ppm
の

フ
ッ
化
物
洗
口
液
５
㎖
で
行

う
毎
日
法
で
、
昼
食
後
に
歯

磨
き
を
行
い
、
そ
の
後
フ
ッ

化
物
洗
口
液
で
１
分
間
の
う

が
い
を
実
施
し
て
い
る
。
実

施
に
当
た
っ
て
は
保
護
者
に

説
明
会
を
行
い
、
同
意
の
得

ら
れ
た
園
児
の
み
行
っ
て
い

る
。 問町

長

　
　
　
　

処
理
方
法
へ
の
不

安
や
疑
問
が
あ

り
、
一
部
の
町
民
か
ら
反
対

の
意
見
が
あ
っ
た
。一
方
で
、

早
く
進
め
て
ほ
し
い
と
の
意

見
も
あ
っ
た
。
説
明
会
に
出

席
し
た
町
民
に
理
解
い
た
だ

く
こ
と
が
、
合
意
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
今
後
も
試
験

焼
却
に
向
け
た
説
明
会
な
ど

を
開
き
、
県
が
設
定
し
て
い

る
半
年
後
を
見
据
え
な
が
ら

判
断
し
た
い
。

町
長

　
　
　

昨
年
12
月
12
日
の
住

民
説
明
会
で
は
「
試

験
焼
却
に
賛
成
発
言
な
し
」

と
マ
ス
コ
ミ
で
報
じ
ら
れ

た
。

　
試
験
焼
却
に
つ
い
て
の
住

民
合
意
と
は
。

問

杉浦謙一議員

住民説明会で合意はとれたのか

事
故
な
ど
の
危
険
性
は
な
い
か

心
配
な
い
と
考
え
る

答

答

放

射

能

汚
染
廃
棄
物

フッ化物洗口

今後も説明会などを開催し、半年後を
見据えながら判断したい

住民の合意なしに試験焼却はできない



一
般
質
問

（23）
わくや 議 だ会 よ り 第189号
平成29年5月15日発行

町内産の水菜を使ったおひたし

小・中学校の給食を無償化せよ

国の支援措置などを調査する答

大友啓一議員

給
食
費

　
　
　

国
の
支
援
的
交
付
金

な
ど
を
利
用
し
て
、

無
償
化
に
す
る
方
策
も
あ
る

と
思
う
が
。

　
　
　
　

国
の
支
援
措
置
が

あ
る
と
す
れ
ば
調

査
し
て
い
く
。
し
っ
か
り
と

子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
考

え
に
変
わ
り
な
い
。

問町
長

　
　
　

子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
を
減
ら
し
、

給
食
無
償
化
に
よ
っ
て
若
者

の
定
住
や
移
住
促
進
に
つ
な

が
り
、
ま
た
出
生
数
の
増
に

も
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　
　
　

無
償
化
は
ま
だ
考

え
て
い
な
い
が
、

子
育
て
支
援
の
今
年
度
の
新

規
事
業
で
は
、
就
学
応
援
交

付
金
と
第
三
子
以
降
の
小
学

校
入
学
祝
金
支
給
を
実
施
す

る
。
子
育
て
家
庭
の
負
担
軽

減
を
図
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

他
市
町
村
で
や
っ
て

い
な
い
こ
と
を
先

駆
け
て
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
子
育
て
支
援
を
思
い
き
っ

て
や
る
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　
　

学
校
給
食
を
通
じ

て
、
食
育
・
地
産

地
消
の
推
進
に
よ
り
、
伝
統

的
食
文
化
を
深
め
る
よ
う
に

尽
力
し
て
い
く
。

問町
長

問町
長

改善は町内企業への支援にもなる

現
状
が
改
善
さ
れ
る
よ
う
協

議
、
相
談
を
し
て
い
く
。

　
　
　

国
道
３
４
６
号
線
と

交
わ
る
大
崩
・
小
里

線
の
幹
線
道
路
か
ら
国
道
に

出
る
場
所
が
鋭
角
に
な
っ
て

お
り
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

が
通
行
す
る
際
、
屋
根
な
ど

に
接
触
す
る
よ
う
な
場
所
で

あ
り
、
通
行
に
支
障
を
き
た

し
て
い
る
。
近
く
に
は

１
２
０
人
を
超
す
従
業
員
を

抱
え
る
会
社
が
あ
り
、
通
勤

道
路
に
も
な
っ
て
い
る
。
早

期
の
道
路
改
良
を
望
む
が
。

　
　
　
　

通
行
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
と
さ

れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
右

左
折
す
る
際
に
は
困
難
な
現

状
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の

交
差
点
は
国
道
と
河
南･

築

館
線
の
交
差
点
が
近
い
こ
と

か
ら
、
拡
幅
す
る
に
は
交
差

点
の
位
置
を
移
動
す
る
こ
と

も
踏
ま
え
、
今
後
、
公
安
委

員
会
や
地
元
及
び
地
権
者
と

問町
長

町
道
の
利
便
性
を
改
善
せ
よ

現
状
が
改
善
さ
れ
る
よ
う
協
議
、

相
談
を
し
て
い
く

答 道路整備



請
願
・
陳
情

さ
ら
な
る
患
者

負
担
増
で
受
診

抑
制
を
招
か
な

い
よ
う
に
、
現
行

制
度
の
継
続
を

患
者
負
担
増
に
よ
る

受
診
抑
制
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
慎
重
審
議

を
求
め
る

平
成
29
年
陳
情
第
３
号

　

平
成
29
年
度
「
給
与
所
得

等
に
係
る
市
町
村
民
税
・
道

府
県
民
税
特
別
徴
収
税
額
の

決
定
・
変
更
通
知
書
（
特
別

徴
収
義
務
者
用
）」
へ
の
個

人
番
号
記
載
の
中
止
を
求
め

る
陳
情
書

陳
情
者

　

宮
城
県
保
険
医
協
会　

　

理
事
長　

井
上　

博
之

陳
情
の
要
旨

　

平
成
29
年
度
「
給
与
所
得

等
に
係
る
市
町
村
民
税
・
道

府
県
民
税
特
別
徴
収
税
額
の

決
定
・
変
更
通
知
書
（
特
別

徴
収
義
務
者
用
）」
へ
の
個

人
番
号
の
記
載
に
つ
い
て
、

①
通
知
書
に
個
人
番
号
の
記

載
を
し
な
い
こ
と
、
②
個
人

番
号
の
記
載
欄
を
追
加
し
た

「
地
方
税
法
施
行
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
」
の

第
三
号
様
式
変
更
を
撤
回
す

る
よ
う
、
国
に
対
し
て
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
。

審
査
の
結
果

　

配
付
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
陳
情
第
４
号

　

児
童
館
を
下
本
町
地
区
に

設
置
す
る
こ
と
に
関
す
る
要

望
書

陳
情
者

　

本
町
親
和
会　

　

会
長　

村
上　

洋
次
郎

陳
情
の
要
旨

　

児
童
館
を
下
本
町
地
区
に

設
置
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

要
望
の
理
由

①
児
童
生
徒
が
施
設
に
通
う

に
際
し
、
分
か
り
や
す
く
、

か
つ
安
全
な
地
区
で
あ
る
こ

と
。

②
保
護
者
が
地
域
の
商
店
街

に
足
を
運
ぶ
頻
度
が
増
し
、

結
果
と
し
て
商
店
街
の
賑
わ

い
が
増
す
こ
と
。

③
施
設
の
設
置
に
空
き
地
な

ど
を
利
用
で
き
れ
ば
、
土
地

の
有
効
活
用
に
資
す
る
こ

と
。

審
査
の
結
果

　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
に

付
託
し
、
審
査
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
陳
情
第
２
号

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

災
者
医
療
等
一
部
負
担
金
免

除
の
継
続
・
復
活
を
求
め
る

陳
情
書

陳
情
者

東
日
本
大
震
災
復
旧
・
復
興

支
援
み
や
ぎ
県
民
セ
ン
タ
ー　

　

網
島　

不
二
雄

陳
情
の
要
旨

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

災
者
医
療
等
の
一
部
負
担
金

免
除
措
置
の
継
続
と
復
活
を

次
の
よ
う
に
強
く
求
め
る
。

①
平
成
29
年
度
に
お
け
る
免

除
措
置
の
継
続
と
復
活
。

②
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
免

除
措
置
の
廃
止
は
命
に
か
か

わ
る
。
後
期
高
齢
者
に
対
し

て
の
免
除
措
置
復
活
の
た
め

の
働
き
か
け
を
。

③
全
市
町
村
及
び
後
期
高
齢

者
医
療
で
も
免
除
措
置
が
行

え
る
よ
う
、
自
治
体
負
担
の

半
額
支
援
を
す
る
よ
う
県
に

強
く
働
き
か
け
を
。

審
査
の
結
果

　

配
付
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
陳
情
第
11
号

　
「
高
額
療
養
費
制
度
」「
後

期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
」
見

直
し
の
慎
重
審
議
と
現
行
制

度
の
継
続
を
求
め
る
陳
情
書

（
教
育
厚
生
常
任
委
員
会
付
託
）

委
員
会
意
見

　

涌
谷
町
議
会
は
以
前
に

も
、
後
期
高
齢
者
の
保
険
料

軽
減
特
例
措
置
に
つ
い
て
、

今
後
も
継
続
す
る
こ
と
の
意

見
書
を
提
出
し
て
い
る
。
今

回
の
陳
情
は
、
患
者
負
担
の

軽
減
策
の
継
続
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

　

増
加
す
る
医
療
費
に
対
し

て
、
あ
る
程
度
の
患
者
負
担

に
つ
い
て
は
、
や
む
を
得
な

い
面
も
あ
る
が
、
涌
谷
町
が

進
め
る
早
期
発
見
早
期
治
療

の
た
め
に
も
、
患
者
負
担
増

に
よ
る
受
診
抑
制
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
慎
重
審
議
を
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

採
択

意
見
書
要
約

　

現
在
、
国
の
審
議
会
な
ど

で
は
、
自
己
負
担
の
引
き
上

げ
や
新
た
な
患
者
負
担
が
提

言
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
患
者
負
担
増
は
、

多
く
の
国
民
か
ら
医
療
を
遠

ざ
け
、
と
り
わ
け
治
療
が
長

期
に
わ
た
る
高
齢
者
の
生
活

基
盤
そ
の
も
の
を
圧
迫
す

る
。
現
状
で
も
重
い
患
者
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
こ
そ
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
涌
谷
町
議
会
は
、

政
府
及
び
国
会
に
対
し
、
さ

ら
な
る
患
者
負
担
増
で
受
診

抑
制
を
招
か
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
、
慎
重
審
議
と
現
行

制
度
の
継
続
を
求
め
る
。

提
出
先

　

内
閣
総
理
大
臣
な
ど

議員発議「
高
額
療
養
費
」「
後
期
高
齢

者
の
窓
口
負
担
」
等
患
者
負

担
見
直
し
の
慎
重
審
議
と
現

行
制
度
の
継
続
を
求
め
る
意

見
書�

（
賛
成
全
員
で
可
決
）

皆
さ
ん
の
請
願･

陳
情

陳
情
審
査
報
告
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委
員
会
報
告

常任委員会活動中間報告
　涌谷町議会では、２年ごとの期間で各常任委員会でテーマを定め、町の事業・所管事務を
調査しています。現在の各常任委員会の活動期間は平成 28 ～ 29 年の２年間で、今回の３
月会議において、１年間の調査の中間報告が行われました。

総 務 産 業 建 設 常 任 委 員 会

教 育 厚 生 常 任 委 員 会

テーマ　　魅力あるまちづくり－企業誘致と若者の定住化、安心安全のまちづくり－

テーマ　　住み良いまちづくり

調査課題・問題 ま　　　と　　　め

企業誘致の実現
〇黄金山工業団地においては、１社と立地協定を締結
〇企業立地推進に関する調査特別委員会を設置
　→調査を特別委員会に委ねる

水害から町民の命を守る
〇江合川右岸特殊堤工事は完工
〇今後、旧北上川、出来川及び田尻川についても調査
　避難場所設定や整備状況については、調査を継続

県道河南築館線道路拡幅の
早期実現を図る

〇箟岳地区県道河南築館線道路改良を促進する会が発足
　→宮城県に要望書を提出
〇涌谷町議会としても、宮城県知事と県議会に同様の要望書を提出

（28P に要望書を掲載）

調査課題・問題 ま　　　と　　　め

教育委員会部門
学力向上、預かり保育・学
童保育、図書室の整備状況

〇学力向上の成果が見えない
〇未満児の待機者の解消を図る施策を早急に望む
〇八雲児童館の建て替えも含めて検討を
〇図書室の整備については、スピーディな事業の進展を望む

健康福祉部門
児童・生徒の肥満対策、
認知症対策、総合支援事業

〇肥満対策については、教育部門との連携が見えない
〇認知症対策のモデル地区として、成果に期待する

公営企業部門
病院改革プランの進行管
理、上下水道中長期計画の
進行管理

〇病院改革プランについて、進捗状況を３ヶ月等で分析を行うよう、
進行管理を実施することを望む

〇農業集落排水の接続率の向上について、抜本的な改革が望まれる

生活環境部門
空き家対策 〇空き家バンク制度の事業展開の推移を見守る
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2
月
会
議

議
案
第
２
号

個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ

く
監
査
に
よ
る
こ
と
に
つ
い

て
主 

な 

質 

疑

問　

対
象
は
平
成
26
年
度
と

27
年
度
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
な
ぜ
２
カ
年
に
し
た
の

か
。

　
ま
た
、
Ｒ
Ｐ
Ｆ
ボ
イ
ラ
ー

に
関
し
て
は
、
時
期
を
改
め

て
個
別
外
部
監
査
を
行
う
の

か
。

　
　

平
成
26
年
度
ま
で
は
、

町
監
査
委
員
に
お
い
て
監
査

を
完
了
し
て
い
る
が
、
公
認

会
計
士
に
よ
る
専
門
的
な
視

点
に
よ
る
監
査
を
受
け
る
こ

と
で
、
地
域
振
興
公
社
の
経

営
健
全
化
に
向
け
た
課
題
が

明
ら
か
に
な
る
と
考
え
、
監

査
委
員
が
行
っ
た
平
成
26
年

度
と
、
そ
の
時
点
で
で
き
な

か
っ
た
平
成
27
年
度
の
決
算

に
つ
い
て
、
監
査
を
す
る
も

の
で
あ
る
。

問答

　

Ｒ
Ｐ
Ｆ
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入

経
過
な
ど
に
つ
い
て
は
、
別

の
機
会
に
改
め
て
相
談
す

る
。

問　

な
ぜ
平
成
25
年
度
以
前

の
監
査
を
し
な
い
の
か
。

　
　

平
成
25
年
度
以
前
に
つ

い
て
も
、
会
計
の
手
法
は
変

わ
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

今
回
、
26
年
度
と
27
年
度
を

専
門
家
に
や
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
そ
の
辺
の
こ
と
も
明

ら
か
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

問答

議
　
案
　
審
　
議

２月会議　提出案件４件　

２月会議　採決状況　〇賛成：×反対（議長は採決に加わらない）　

議案番号 件　　　　　　名

竹
中
　
弘
光

佐
々
木
敏
雄

佐
々
木
み
さ
子

稲
葉
　
定

大
友
　
啓
一

只
野
　
順

後
藤
　
洋
一

久
　
　
勉
　
　

杉
浦
　
謙
一

門
田
　
善
則
　

大
泉
　
治

鈴
木
　
英
雅

遠
藤
　
釈
雄

議 案
第 ２ 号

個別外部監査契約に基づく監査によるこ
とについて　 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 議

長

議　 案
第 ３ 号

平成 28年度涌谷町一般会計補正予算（第
７号）　　　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 議

長

議 案
第 ４ 号 個別外部監査契約の締結について　 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 議

長

議案番号 案　　　　　　　件　　　　　　　名

議 案
第 ２ 号

個別外部監査契約に基づく監査によることについて
（涌谷町健康文化複合温泉施設及びわくや万葉の里の指定管理者の出納事務等について、監査委員の
監査に代えて個別外部監査契約に基づく監査を行おうとするもの）

議　 案
第 ３ 号

平成 28年度涌谷町一般会計補正予算（第７号）
（公の施設の個別外部監査に要する経費、小里箟岳学童クラブを新しい箟岳白山小学校内に整備する
ための経費の増額　など）

議 案
第 ４ 号

個別外部監査契約の締結について
（涌谷町健康文化複合温泉施設及びわくや万葉の里の指定管理者の出納事務等について、個別外部監
査を実施するため契約を締結しようとするもの）

議 案
第 ５ 号

涌谷町自転車等駐車場条例（利用者の登録制を廃止し、利便性を向上させるとともに、新た
に上涌谷駅前にも自転車等駐車場を整備したことから、公の施設として規定するもの）

　平成 29 年２月会議（２月１０日開催）　
　２月会議では、昨年の１１月に議会から町長に提言書を提出した、地域振興公社に対する個別外部監
査を行うことについての審議がありました。個別外部監査を行う対象年度などを巡って、議員から町執
行部の姿勢をただす声が多くあがりました。

　平成 29 年１月会議（１月６日開催）　提出案件１件　賛成全員で可決
議案番号 案　　　　　　　件　　　　　　　名
議 案
第 １ 号

涌谷町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
（法律の改正に準じて条例を改正　働きながら育児がしやすい環境整備をさらにすすめるもの）
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2
月
会
議

問　

箟
岳
白
山
小
学
校
の
武

道
館
を
考
え
て
い
る
と
い
う

答
弁
で
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
体

育
館
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
に
な
っ
た
の
か
。

　
　

調
査
の
上
、
再
検
討
を

行
っ
た
結
果
、
体
育
館
の
方

が
現
実
的
に
早
く
始
め
ら
れ

る
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。

問　

図
書
室
の
整
備
が
遅
れ

て
い
る
。
完
成
は
い
つ
に
な

る
の
か
。

　
　

図
書
室
の
再
開
は
来
年

度
の
予
定
で
あ
る
。
現
在
、

仕
訳
分
類
作
業
を
行
っ
て
い

て
、
図
書
室
が
完
成
す
る
ま

で
は
簡
易
的
に
段
ボ
ー
ル
製

の
書
架
を
使
い
、
公
民
館
の

ロ
ビ
ー
に
配
置
し
て
図
書
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

小

里

箟

岳

学
童
ク
ラ
ブ

問答図

書

室

は

い
つ
か
ら 
？

問答

平成２８年度
補正予算質疑

公の施設の個別外部監査委託料
小里箟岳学童クラブを箟岳白山小学校内に整備する設計委託料
図書室整備基本設計業務委託料

１７２万円
９３万円

１２９万円

平
成
29
年
陳
情
第
１
号

　

要
望
書
（
県
道
河
南
築
館

線
（
太
田
・
吉
住
地
区
）
の

早
期
整
備
に
つ
い
て
）

陳
情
者

　

箟
岳
振
興
会　

　

会
長　

黒
澤　

行
夫

要
望
事
項

①
河
南
築
館
線
は
、
新
た
に

開
校
す
る
箟
岳
白
山
小
学
校

の
通
学
路
で
あ
り
、
事
故
の

心
配
も
あ
る
た
め
、
早
期
着

工
・
早
期
整
備
を
強
く
要
望

す
る
。

②
工
事
が
進
ま
な
い
松
崎
工

区
の
予
算
を
、
太
田
・
吉
住

地
区
の
道
路
拡
張
計
画
作

成
・
現
地
測
量
へ
流
用
す
る

こ
と
。

③
大
型
車
両
の
待
避
所
及
び

路
肩
の
早
期
整
備
。

④
舗
装
の
劣
化
や
埋
設
管
等

設
置
箇
所
の
沈
下
が
著
し
い

た
め
、
大
規
模
な
路
面
の
補

修
を
要
望
す
る
。

審
査
の
結
果

　

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
請
願･

陳
情

現在の青少年ホーム事務室　図書室を心待ちにしている町民は多い
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要

望

書

主要地方道河南築館線の
早期整備に関する要望書

　去る２月２４日、涌谷町議会は主要地方道河南築館線の早期整備に関する要望書を、宮城県知事及び
宮城県議会議長あてに提出しました。
　議会は今後も、一刻も早く工事に取りかかるよう、関係機関に働きかけていきます。

要望の理由（抜粋して掲載）
　主要地方道河南築館線に関しては、地域がひとつとなり早期の整備促進を願っており、この度本町議
会に対して、早期整備についての陳情書が提出されるとともに、箟岳振興会、涌谷町箟岳地区区長会、
箟岳地区教育振興会にて結成された「箟岳地区県道河南築館線　道路改良を推進する会」から宮城県知
事に要望書の提出が検討されている。

※
（→推進する会は 2月 14 日に宮城県知事宛てに要望書を提出）

　町民の要望に応え、下記事項について格別なるご高配を賜りたく、要望申し上げる。

（１）主要地方道河南築館線は箟岳地区住民の生活道路であるとともに、広域的な重要な道路である。
　昨年４月に開校した「箟岳白山小学校」においては、本年３月に新校舎移転が予定されており、本主
要地方道河南築館線を通学路として利用しているが、その一部が未整備のため、小学生及び保護者の交
通事故が懸念される。
　ついては、早期着工・早期整備を強く要望する。

（２）主要地方道河南築館線では、未整備の太田・吉住地区において、大型車両の対面通行ができない
ところがある。
　また、舗装の劣化や埋設管等設置箇所の沈下により通行に大変危険となっている。
　ついては、既に用地買収済の箇所を利用し、大型車両の待避所及び路肩の整備を早期にお願いすると
ともに、路面の大規模な補修を要望する。

宮城県議会議長に要望書を提出



追

跡

総務産業建設常任委員会付託➡

　今号から始めるこの企画では、議会において、これまでの
議員の質問、質疑、提言に対して町がどのように答え、その
後どう対応したのかを調査し、報告していきます。
　町民の皆さんの意見をまちづくりにさらに反映させること
ができるよう、町民の代表である議会は、皆さんとともに取
り組んでいきます。

追跡－まちの未来を、町民とともに－

「赤心地区」避難道路沢１号線
沢１号線は袋小路

陳情書の趣旨
　住民の生命と財産を守る地方自治の本旨に則り、早期に実現し地区住民の不安を解消されるよう、
沢１号線を延伸し、上町・福沢方面への車での通行を可能にすることを始め８項目を要望。

避難路の確保は地域の長年の課題

平成２５年１１月１９日　火災発生

消火活動のため、地区内の住民は４時間ほど自動車の通行が遮断され、閉じこめられ
た状態に。

平成２６年２月１３日　議長に提出

平成２６年陳情第３号
涌谷町涌谷 ｢赤心地区｣ に、火災等の災害時の避難路等を整備することに関する陳情書

提出者　赤心地区に避難路を整備する会

平成２９年３月末現在　業者による詳細設計中　

平成２８年９月会議　沢１号線道路改良に係る測量設計委託料を含む補正予算可決。

平成２８年６月会議　一般質問
問　住民の生命・財産を守るのは行政の最も基本である。今後の計画は。
答　詳細設計、用地買収を実施し、できるだけ早期に改良工事を行う。

陳情審査報告（平成２６年６月１２日）

平成２６年３月～６月　総務産業建設常任委員会が現地調査及び担当課から意見聴取

　できるだけ地域住民に分かりやすく、検討結果やスケジュールを示しながら、対話を重ね、町が
提唱する「安心安全なまちづくり」の実現を実践することを委員会として強く要望する。

施工予定箇所
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議
会
研
修
会

※ファシリテーション…会議などの場で、発言や参加を促した
り、話の流れを整理して相互理解をサポートすること。

平成28年度涌谷町議会議員研修を開催
議会基本条例の検証、議会報告会のあり方を再検討

　制定から３年が経過した議会基本条例の検証や運営の方法を学び、また、議会報告会のあり方を
再検討し、町民の声をさらに町政に反映することを目的に、議員研修を開催しました。講師に、早
稲田大学マニフェスト研究所事務局長の中村健氏を迎え、これからの議会の役割、議員のあるべき
姿について熱く意見を交わしました。

第１回（２月１日）　議会とは何か

第２回（２月20日）　議会報告会のあり方について

第３回（２月21日）  フ
※

ァシリテーションを修得する

議会の主な役割…政策を提言する
　　　　　　　　住民を代表し、町の意思を決定するなど

町長

議会

町民（有権者）

執行権 議決権

町
民
の
声
を
聴
く

町
民
の
声
を
聴
く

選
挙
で
選
ぶ

選
挙
で
選
ぶ

町の条例や予算などを提案

町長の提案内容を議論し決定

現在の議会報告会…年２回（５月・10月頃）開催

課題

出された意見

解決策をグループで話合い

・参加者が少なく、参加する年代や会場によって偏り
がある

・参加者がいつも同じ顔ぶれ（区長、各種委員など）
・執行部への要望が多い
・特定の参加者ばかり発言する
・開催後、参加者の意見を政策に反映できていない　

　など

・参加者が発言しやすい雰囲気をつくる
・議員と参加者の対話型の議会報告会
・町民の関心の高いテーマを設定する
・PTA総会など、各種行事に併せて議会報
告会を開催する� などよりよい議会報告会にするためじっくり議論

涌谷町議会

議会懇談会 議会のこと

知ってください！

皆さんの意見

聴かせてください！

　議会は町民の方々への説明責任を果たし、町政のさまざまな課題に柔軟に対応する
ため、皆さんの地域で、議会で議論された内容を説明いたします。
　そして、議会活動や、町政に対する意見・要望・提言などをお聴きし、町民の皆さ
んと自由に情報交換や意見交換ができる場として、議会懇談会を下記のとおり開催い
たします。

　お近くの会場にお越しくださいますようお願いいたします。お越しの際には、
５月15日（月）発行の『議会だより』 をお持ちください。

平成 29年度予算概要、審議内容

「今後の涌谷町～どんな町にしたいですか？」～夢を語ろう～

城山の金さん
涌谷町公式観光 PRキャラクター

主催：涌谷町議会
【問い合わせ先】涌谷町議会事務局　電話：0229-43-2127

目　的

説明事項

意見交換内容

開催場所と日時

皆様のご意見を
反映し、日曜日
に開催いたしま
す。ぜひお越し
ください。

東地区 西地区 箟岳地区
１班　
　竹中弘光議員
　稲葉定議員
　後藤洋一議員
　門田善則議員
　遠藤釈雄議長（巡回）

午前１０時から
●中地区コミュニティセンター
　（涌谷字新下町浦）
午後 1時 30分から
●上地区生活センター
　（上郡字沼頭）

２班　
　佐々木敏雄議員
　大友啓一議員
　久勉議員
　大泉治議員
　遠藤釈雄議長（巡回）

午前１０時から
●中島公会堂
　（字新中島乙）
午後 1時 30分から
●役場

３班　
　佐々木みさ子議員
　只野順議員
　杉浦謙一議員
　鈴木英雅議員
　遠藤釈雄議長（巡回）

午前１０時から
●脇会館
　（小里字五郎沢）
午後 1時 30分から
●馬追・長泥会館
　（吉住字馬追畑）

☆開催日はいずれの会場も５月28日（日）です。
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涌谷町議会

議会懇談会 議会のこと

知ってください！

皆さんの意見

聴かせてください！

　議会は町民の方々への説明責任を果たし、町政のさまざまな課題に柔軟に対応する
ため、皆さんの地域で、議会で議論された内容を説明いたします。
　そして、議会活動や、町政に対する意見・要望・提言などをお聴きし、町民の皆さ
んと自由に情報交換や意見交換ができる場として、議会懇談会を下記のとおり開催い
たします。

　お近くの会場にお越しくださいますようお願いいたします。お越しの際には、
５月15日（月）発行の『議会だより』 をお持ちください。

平成 29年度予算概要、審議内容

「今後の涌谷町～どんな町にしたいですか？」～夢を語ろう～

城山の金さん
涌谷町公式観光 PRキャラクター

主催：涌谷町議会
【問い合わせ先】涌谷町議会事務局　電話：0229-43-2127

目　的

説明事項

意見交換内容

開催場所と日時

皆様のご意見を
反映し、日曜日
に開催いたしま
す。ぜひお越し
ください。

東地区 西地区 箟岳地区
１班　
　竹中弘光議員
　稲葉定議員
　後藤洋一議員
　門田善則議員
　遠藤釈雄議長（巡回）

午前１０時から
●中地区コミュニティセンター
　（涌谷字新下町浦）
午後 1時 30分から
●上地区生活センター
　（上郡字沼頭）

２班　
　佐々木敏雄議員
　大友啓一議員
　久勉議員
　大泉治議員
　遠藤釈雄議長（巡回）

午前１０時から
●中島公会堂
　（字新中島乙）
午後 1時 30分から
●役場

３班　
　佐々木みさ子議員
　只野順議員
　杉浦謙一議員
　鈴木英雅議員
　遠藤釈雄議長（巡回）

午前１０時から
●脇会館
　（小里字五郎沢）
午後 1時 30分から
●馬追・長泥会館
　（吉住字馬追畑）

☆開催日はいずれの会場も５月28日（日）です。



スポーツ少年団紹介　かがやけ☆わくやっ子

「わくや空手スポーツ少年団」
代表　山崎敦夫　黒澤哲哉

編
集
ろ
ま
ん

だ
よ
り

　　
「
光
陰
矢
の
如
し
」。
歳
を

重
ね
る
と
な
お
強
く
感
じ

る
。

　

今
年
の
卒
業
式
。
小
、中
、

高
の
校
長
先
生
の
式
辞
で

「
こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
が
生
き

て
き
た
ス
ピ
ー
ド
以
上
に
こ

れ
か
ら
の
10
年
は
、
倍
以
上

の
ス
ピ
ー
ド
で
世
の
中
が
変

化
す
る
。
そ
れ
を
心
し
て
人

生
設
計
を
立
て
て
ほ
し
い
。」

旨
の
話
し
が
あ
っ
た
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
出
現

は
、
第
４
次
産
業
革
命
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。

　

政
治
に
携
わ
る
者
の
年
齢

は
高
齢
化
し
て
い
る
今
日
、

世
の
流
れ
と
、
若
者
の
生
活

環
境
や
定
住
策
な
ど
の
施
策

に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
な
い
よ

う
精
進
し
な
け
れ
ば
と
思
う

の
は
、私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

�

（
佐
々
木
敏
雄
）

発
行
人
　
涌
谷
町
議
会
議
長

遠
　
藤
　
釈
　
雄

編
集
　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
広
報
分
科
会

分
科
会
長
　
只
　
野
　
　
　
順

副
分
科
会
長
　
竹
　
中
　
弘
　
光

委
　
　
員　

鈴
　
木
　
英
　
雅

委
　
　
員　

稲
　
葉
　
　
　
定

委
　
　
員　

佐
々
木
　
み
さ
子

委
　
　
員　

佐
々
木
　
敏
　
雄

議
会
を
傍
聴

し
ま
せ
ん
か

次
回
の
定
例
会
は

6
月
下
旬
ご
ろ

開
催
予
定
で
す

　

詳
し
い
日
程
と
一
般
質
問

の
内
容
は
、後
日
配
付
の
「
定

例
会
の
ご
案
内
」
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
場
所
は
役

場
西
庁
舎
2
階
で
す
。
詳
し

く
は
、
議
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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一
般
質
問
を

動
画
配
信
し

て
い
ま
す
。

　

当
議
会
で
は
、
議
員

ご
と
の
一
般
質
問
の
内

容
を
、
涌
谷
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
動
画
配
信
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

わ
く
や
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
前
身
は
47
年
前
の
１
９
７
０
年

設
立
の
日
本
空
手
協
会
永
福
寺
錬

成
道
場（
涌
谷
支
部
）に
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。
現
在
、
幼
稚
園
児
、
小
、

中
、
高
、
大
、
社
会
人
ま
で
一
緒

の
時
間
を
共
有
し
、
50
人
ほ
ど
で

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

空
手
は
進
歩
に
応
じ
帯
の
色
が

白
→
緑
→
紫
→
茶
→
黒
と
変
わ

り
、
試
合
に
お
け
る
緊
張
感
を
体

感
し
な
が
ら
、
そ
の
一
つ
一
つ
の

積
み
重
ね
に
よ
る
成
功
体
験
が
心

に
刻
ま
れ
て
参
り
ま
す
。

　

結
果
、全
国
大
会
と
し
て
全
小
、

全
中
、そ
の
後
強
豪
校
に
進
学
し
、

高
校
全
国
選
抜
、イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、

大
学
で
は
全
日
本
学
生
選
手
権
大

会
な
ど
で
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
は
厳
し
く
、
予
期
せ
ぬ
状

況
で
の
対
応
が
必
要
と
な
る
場
面

も
あ
り
ま
す
の
で
、
日
々
の
厳
し

い
稽
古
を
積
み
重
ね
、
将
来
、
社

会
で
経
験
す
る
だ
ろ
う
難
局
を
一

つ
一
つ
乗
り
越
え
て
い
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

空
手
は
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
の
正
式
種
目
に
決

定
し
て
お
り
ま
す
。
わ
く
や
空
手

か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
生
ま

れ
た
ら
、
み
ん
な
で
応
援
に
行

き
た
い
と
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。

　

見
学
及
び
入
会
ご
希
望
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

B
&
G
武
道
館
で
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

連
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